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団 体 名 ＮＰＯ法人 もりねっと北海道 

代 表 者 
住所 ― 

氏名 山本 牧 電話 ― FAX ― 

事務局等 
住所 〒070-8033  旭川市神居町雨紛380-3 

氏名 ― 電話 0166-60-2420 FAX 60-2421 

Ｅメール ask＠morinet-h.org ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.morinet-h.org/ 

設 立 年 次 2006年 会員数 100名 会 則 有・無 

活 動 資 金 会費，助成金，事業受託など 

☆設立(活動)目的 

NPO法人もりねっと北海道のキーワードは，「森を活かす」「人をつなぐ」です。 
 森は身近で，すぐそこにあるのに，意外に知られていません。森がどのように手入れされ，
柱や紙となって私たちに届いているのでしょうか。こんなに木があるのに，どうして木材を
輸入しているのでしょう？ 「緑は大切」と思っても，それを実際の行動に移すことはなか
なか難しいものです。 
 森林はきちんと手入れをすれば，末永く恵みをもたらしてくれる「持続可能な生態系」で
す。「おすそ分けしてもらう」気持ちで，資源を地域でむだなく活用する仕組みが大切です。
市民の皆さんが森を知り，森に親しみ，森の産物を暮らしに取り込んでいくことで，そうし
た「循環の仕組み」が実現できると思います。 
切りすぎて痛んだ天然林，手入れ不足の人工林，放置された里山…。豊かな森林を取り戻す
ため，私たち「もりねっと」は，市民と森を結び，持続可能な環境社会を実現したいと考え
ています。 

☆主な活動内容 

「もりねっと」は，森林内で実際に道づくりや間伐を行うモデル事業から，子供たちの環
境教育，バイオマス活用提案まで，幅広い活動を展開しています。 
「森の相談」は山林を持つ個人や団体の，「こんな森にしたい」という要望をお聞きし，

具体的な提案をしています。木材生産の枠にとらわれず，環境を守り，山主さんと一緒に森
の将来像を考えます。市町村の委託を受け，公園林の管理や，環境負荷の少ない中小型の機
材を用いた道つくりや間伐など，モデル事業を行っています。 
間伐で生まれる木材資源を熱エネルギーとして活用する，森林バイオマスにも取り組んで

います。薪ストーブや丸太ボイラーの調査普及，体験，設計提案などです。薪や丸太は，地
域で循環可能な効率のいい燃料であり，森の手入れと地元雇用の拡大につながります。 
「森の環境教育」は幼稚園児や小中学生を対象に，森の不思議や面白さを感じてもらうプ

ログラムです。名前を知らなくても，木の実や葉っぱを集めて見比べると，形の違いや手触
り，色合いなど，木々がいろんな個性を持っていることに気づきます。幅広い年代の方向け
に，間伐体験や薪ストーブ見学会なども行っています。 
森は一つの生き物のように，ゆっくりとですが，着実に動いています。その自然の営みと，

人がかかわる可能性とを，体験間伐は実感としてとらえることができます。 

 

 



№１７ 

☆近年の活動状況，今後の活動予定等 

●幼稚園児から大人までの森林環境教育・体験活動・ツール開発 
 クマ/シカのトランクキットなどによる出前教室市民講座。ネイチャーゲームや間伐体
験，クリスマスツリー間伐など。木工クラフトのプログラム開発。 
 
●作業路網を基盤とした持続的で生物多様性の高い森づくりの実践，提案，管理受託 
 混交林誘導型の森づくり提案と調査，受託。路網の造成。 
 
●民有林の森づくり支援 
 民有林の森づくり調査・提案・間伐。森づくり活動のコーディネート，研修受け入れ，
技術支援，チェンソー講習。中小型機材の検証と導入支援 
 
●森林バイオマスの活用と普及 
薪ヤードの運営と薪供給。薪ストーブ見学会開催。丸太ボイラーの導入調査と普及活動 
 

●カタクリの丘・突哨山の指定管理 
 遊歩道管理，花案内人養成，植生調査，人工林間伐，森林観察会・かんじきツアー開催 

 

☆表彰その他受賞等 

2015年北海道環境保全活動功労者表彰(知事感謝状)  

 


